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８．複素数と方程式

８－１．複素数と 2 次方程式

８－１－１．複素数の定義と計算

８－１－１－３．負の数の平方根

例えば

     44222 22  iiii 、      44222 22  iiii

であるから、複素数の範囲で考えるとき、 i2 と i2 は 4 の平方根であるといってもよいだろ

う。また、方程式

42 x
を考えると

  042 x

  02 22  ix

   022  ixix
02  ix または 02  ix

ix 2 または ix 2
となるから、 4 の平方根は i2 と i2 以外にはない。

一般に、 0a とするとき、   aia 
2

、   aia 
2

であり、方程式

ax 2

を解くと

  02  ax

  0
22  iax

   0 iaxiax

iax  または iax 

となるから、負の数 a の平方根は ia と ia である。そこで、根号の定義を次のように定

める。
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負の数の平方根

0a のとき

iaa 

この定義に従えば、 0a のとき、負の数 a の平方根は a 、すなわち、 ia である。

負の数の平方根を含む計算を行うと、次のようになる。

（例）

ii 63232 

663232 2  iii
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ii 321212 

iiiii 35333227122712 

iiiii 3333227122712 

この例を見ると、実数 a 、b に対して、 a またはb が負のときは

abba  であるとはかぎらない

a
b

a
b
 であるとはかぎらない

ということがわかる。
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